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は
じ
め
に

本
論
は
江
戸
幕
府
が
幕
臣
︑
特
に
五ご

番ば
ん

方か
た

（
旗
本
五
番
方（

1
（

（
に
課
し
た
武
芸
奨

励
の
な
か
で
︑
若
年
寄
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
︒
過
去
︑
筆
者
は
拙
著
﹃
徳
川
吉
宗
の
武
芸
奨
励

－

近
世
中
期
の
旗
本
強
化

策

－

﹄（
2
（

に
お
い
て
︑
江
戸
幕
府
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
（
在
職　

一
七
一
六
~
一
七

四
五
（
が
推
進
し
た
武
芸
奨
励
︑
特
に
旗
本
五
番
方
を
対
象
と
し
た
武
芸
奨
励
の

実
態
解
明
を
試
み
︑
一
定
の
成
果
を
得
た
も
の
と
考
え
る
︒
し
か
し
︑
武
芸
奨
励

の
中
で
若
年
寄
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
の
分
析
は
︑
不
十
分
で
あ
っ
た
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
︒

若
年
寄
と
は
江
戸
幕
府
の
重
職
で
あ
り
︑
旗
本
五
番
方
の
う
ち
大
番
以
外
の
四

番
の
番
頭
（
隊
長
（
を
支
配
す
る
︒
よ
っ
て
︑
旗
本
五
番
方
へ
の
武
芸
奨
励
に
つ

い
て
記
さ
れ
た
史
料
に
は
度
々
若
年
寄
が
登
場
す
る
︒
拙
著
に
お
い
て
も
若
年
寄

を
取
り
上
げ
た
箇
所
は
多
い
︒
し
か
し
︑
拙
著
は
吉
宗
の
武
芸
奨
励
の
具
体
的
施

策
の
解
明
︑
加
え
て
そ
う
し
た
武
芸
奨
励
に
お
け
る
旗
本
五
番
方
の
動
向
の
解
明

を
目
的
と
し
て
い
た
た
め
︑
若
年
寄
へ
の
言
及
は
そ
う
し
た
観
点
か
ら
の
も
の
に

留
ま
り
︑
体
系
的
に
論
じ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
︒
本
論
は
拙
著
の
そ
う
し
た
不

足
点
を
補
う
も
の
で
あ
り
︑
さ
ら
に
は
従
来
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

若
年
寄
の
職
務

－

武
芸
奨
励

－

を
明
ら
か
に
し
︑
若
年
寄
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
︒

さ
て
︑
若
年
寄
と
は
ど
の
よ
う
な
役
職
で
あ
ろ
う
か
︒
若
年
寄
と
は
老
中
に
次

ぐ
幕
府
内
の
重
職
で
あ
り
︑
老
中
支
配
以
外
の
諸
役
人
と
旗
本
を
支
配
し
︑
旗
本

に
関
す
る
一
切
の
指
揮
・
訴
訟
︑
諸
職
人
の
拝
謁
︑
医
師
に
関
す
る
こ
と
︑
常
時

の
普
請
・
造
作
︑
京
都
・
大
坂
・
駿
府
そ
の
他
︑
各
所
の
番
士
な
ら
び
に
諸
役
人

に
関
す
る
こ
と
︑
万
石
以
下
組
は
ず
れ
の
も
の
の
御
用
と
訴
訟
な
ど
を
受
け
持

つ
︒
定
員
は
三
名
か
ら
五
名
︑
こ
の
ほ
か
将
軍
世
嗣
に
附
属
す
る
西
丸
若
年
寄
や

江
戸
幕
府
武
芸
奨
励
と
若
年
寄

－﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
に
つ
い
て
の
考
察

－

横

山

輝

樹

［一］
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江戸幕府武芸奨励と若年寄
－「武芸掛若年寄」についての考察－

大
御
所
附
若
年
寄
な
ど
が
あ
っ
た
︒
就
任
す
る
の
は
帝
鑑
間
・
雁
間
・
菊
間
詰
の

譜
代
大
名
︑
石
高
と
し
て
は
六
万
石
以
下
の
大
名
で
あ
る（

3
（

︒

支
配
す
る
役
職
は
旗
本
五
番
方
の
番
頭
の
う
ち
大
番
頭
（
老
中
支
配
（
を
除
い

た
四
番
頭
（
書
院
番
頭
・
小
性
組
頭
・
新
番
頭
・
小
十
人
組
頭
（︑
こ
の
ほ
か
小

性
・
小
納
戸
・
中
奥
・
百
人
組
頭
・
持
弓
持
筒
頭
・
先
手
頭
・
徒
頭
・
西
丸
裏
門

番
頭
・
納
戸
頭
・
火
消
役
人
・
目
付
・
使
番
・
総
弓
鉄
炮
頭
・
船
手
頭
・
二
丸
留

守
居
・
中
川
番
・
九
千
石
以
下
交
代
無
之
寄
合
・
膳
奉
行
・
小
普
請
奉
行
・
道
奉

行
・
書
物
奉
行
・
儒
者
・
医
師
・
右
筆
・
細
工
頭
・
賄
頭
・
台
所
頭
・
同
朋
・
黒

鍬
頭
・
中
間
頭
・
小
人
頭
な
ど
で
あ
る（

4
（

︒

そ
の
前
身
は
︑
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
（︑
三
代
将
軍
徳
川
家
光
（
在
職　

一

六
二
三
~
一
六
五
一
（
が
子
飼
い
の
家
臣
で
あ
る
松
平
信
綱
・
阿
部
忠
秋
・
堀
田

正
盛
・
三
浦
正
次
・
太
田
資
宗
・
阿
部
重
次
を
任
じ
た
﹁
六
人
衆
﹂
で
あ
り
︑
翌

年
の
老
中
宛
法
度
・﹁
六
人
衆
﹂
宛
法
度
に
よ
り
老
中
・﹁
六
人
衆
﹂
そ
れ
ぞ
れ
の

管
掌
が
定
め
ら
れ
た
︒
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
（
の
機
構
改
革
（
老
中
制
の
確

立
（
の
な
か
で
事
実
上
消
滅
す
る
も
の
の
︑
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
（
に
再
び
設

置
さ
れ
︑
こ
の
時
か
ら
﹁
若
年
寄
﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

5
（

︒

以
上
が
若
年
寄
に
関
す
る
概
略
的
な
説
明
と
な
る
が
︑
前
述
の
通
り
︑
若
年
寄

は
武
芸
奨
励
と
の
関
わ
り
が
極
め
て
深
い
︒
大
番
以
外
の
旗
本
五
番
方
の
番
頭
の

ほ
か
︑
徒
組
や
百
人
組
︑
持
弓
・
持
筒
組
︑
先
手
組
な
ど
御
家
人
で
編
制
さ
れ
た

軍
事
部
隊
を
率
い
る
物
頭
も
若
年
寄
の
支
配
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
︑
当
然
と
い
え

ば
当
然
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑
本
論
で
分
析
の
中
心
と
な
る
吉
宗
期
に
お
い
て
は
︑

特
定
の
若
年
寄
が
武
芸
奨
励
の
指
示
を
す
る
と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
る
︒
よ
り
厳

密
に
い
え
ば
︑
狩
猟
専
管
の
若
年
寄
が
設
置
さ
れ
︑
そ
の
延
長
と
し
て
︑
武
芸
関

係
の
指
示
を
も
担
当
し
て
い
る
︒
月
番
の
若
年
寄（

6
（

（
若
年
寄
は
老
中
な
ど
と
同
様

に
一
ヶ
月
交
替
で
業
務
を
担
当
す
る
（
が
順
繰
り
に
担
当
す
る
と
い
う
か
た
ち
で

は
な
い
の
で
あ
る
︒
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
（
に
勝
手
掛
（
方
（
若
年
寄
︑
す

な
わ
ち
財
政
専
管
の
若
年
寄
が
新
設
さ
れ
︑
吉
宗
期
に
も
勝
手
掛
若
年
寄
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が（

7
（

︑
こ
れ
に
倣
え
ば
︑
狩
猟
を
含
め
た
武
芸
を
専
管
す
る
﹁
武
芸
掛

若
年
寄
﹂
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
若
年
寄
が
吉
宗
期
に
設
置
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る（
8
（

︒本
論
で
は
︑﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
を
論
じ
る
上
で
前
提
と
な
る
論
点
を
整
理
し

た
上
で
（
第
一
章
（︑﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
と
し
て
活
躍
し
た
大
久
保
常
春
の
事
例

（
第
二
章
（︑
更
に
常
春
以
後
の
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
の
事
例
（
第
三
章
（
を
検
討

し
︑
武
芸
見
分
か
ら
み
た
若
年
寄
と
番
頭
と
の
分
掌
を
取
り
上
げ
る
（
第
四
章
（︒

な
お
︑
本
論
で
取
り
上
げ
る
翻
刻
史
料
に
付
さ
れ
た
読
点
・
中
黒
・
傍
注
な
ど

は
全
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︒
旧
字
体
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
全
て
新
字

体
に
改
め
て
い
る
︒
ま
た
︑
合
字
﹁
ゟ
﹂（
よ
り
（
は
残
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
助

詞
の
﹁
而
﹂（
て
（︑﹁
ニ
﹂（
に
（︑﹁
茂
﹂（
も
（︑﹁
者
﹂（
は
（︑﹁
江
﹂（
え
（
は
ポ

イ
ン
ト
を
下
げ
︑
右
寄
せ
を
し
た
上
で
表
記
通
り
と
し
た
︒

第
一
章　

議
論
の
前
提

本
論
で
は
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
︑
そ
れ
に
先
立

ち
︑
説
明
・
確
認
し
て
お
く
べ
き
三
点
が
あ
る
︒

［二］
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①
主
た
る
分
析
対
象
と
す
る
史
料
に
つ
い
て

本
論
に
お
い
て
主
た
る
分
析
対
象
と
す
る
史
料
は
﹁
御
小
姓
組
方
例
書
私
録
﹂

（
以
下
﹁
私
録
﹂（
で
あ
る
︒
同
史
料
は
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
記

録
で
あ
り
（
内
閣
文
庫
（︑
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
（
か
ら
安
永
三
年
（
一
七
七

四
（
に
お
け
る
小
性
組
に
関
す
る
各
種
法
令
・
通
達
︑
同
組
の
運
営
・
職
務
に
関

す
る
番
頭
の
申
し
合
わ
せ
な
ど
を
内
容
別
に
収
録
・
分
類
し
た
も
の
で
あ
る（

9
（

︒

﹁
私
録
﹂
の
記
事
に
は
若
年
寄
が
登
場
す
る
こ
と
が
多
々
見
ら
れ
る
が
︑
大
抵
の

場
合
︑
若
年
寄
の
氏
名
も
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
す
な
わ
ち
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
の

動
向
の
把
握
に
絶
好
の
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
︒

②
吉
宗
期
以
前
の
「
武
芸
掛
若
年
寄
」
の
存
在
に
つ
い
て

吉
宗
期
以
前
の
江
戸
幕
府
に
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
は
い
な
か
っ
た
の
か
︒
吉
宗

期
以
前
の
武
芸
奨
励
に
関
係
す
る
法
令
な
ど
は
各
種
記
録
類
で
散
見
す
る
も
の

の
︑
条
文
の
み
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
︑
ど
の
役
職
（
老
中
な
の
か
︑

若
年
寄
な
の
か
（
の
者
が
発
し
た
の
か
︑
ま
た
具
体
的
に
誰
が
発
し
た
も
の
で
あ

る
の
か
が
不
明
で
あ
る
こ
と
が
多
い
︒
よ
っ
て
︑
法
令
の
面
か
ら
﹁
武
芸
掛
若
年

寄
﹂
の
存
在
を
論
じ
る
に
は
事
例
が
不
足
し
て
い
る（

（0
（

︒
た
だ
し
︑
若
年
寄
に
よ
る

武
芸
見
分
に
つ
い
て
は
﹃
徳
川
実
紀
﹄
の
記
述
か
ら
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
の
存
在

を
思
わ
せ
る
傾
向
が
見
出
せ
る
（
表
１
（︒
す
な
わ
ち
︑
綱
吉
期
︑
た
と
え
ば
元

禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
（︑
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
（
に
実
施
さ
れ
た
番
士
（
五

番
方
の
番
士
（
を
対
象
と
し
た
弓
馬
見
分
で
は
︑
見
分
を
し
た
若
年
寄
と
月
番
若

年
寄
が
悉
く
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑
吉
宗
期
の
場
合
は
単
純
に
月
番

老
中
と
の
不
一
致
が
見
出
せ
る
の
み
な
ら
ず
︑
特
定
の
若
年
寄
に
事
例
が
集
中
し

て
い
る
︒
ま
た
家
宣
期
の
場
合
︑
た
と
え
ば
宝
永
六
︑
八
年
の
番
士
を
対
象
と
し

た
弓
馬
見
分
は
見
分
を
し
た
若
年
寄
と
月
番
若
年
寄
が
一
致
し
て
い
る
が
︑
先
手

組
（
先
手
弓
組
︑
御
家
人
の
弓
部
隊
（
を
対
象
と
し
た
同
七
年
の
弓
術
見
分
は
見

分
を
し
た
若
年
寄
と
月
番
若
年
寄
が
い
ず
れ
も
一
致
し
て
い
な
い
と
い
う
偏
り
が

あ
る
︒
吉
宗
期
以
前
に
も
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
の
存
在
に
つ
い
て
は
︑
現
時
点
で

は
否
定
も
肯
定
も
で
き
な
い
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
今
後
の
課
題

と
し
た
い
︒

③
「
武
芸
掛
老
中
」
は
あ
り
得
る
の
か

老
中
は
軍
事
部
隊
で
あ
る
大
番
を
率
い
る
大
番
頭
を
支
配
し
て
い
る
わ
け
で
あ

る
か
ら
︑﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
と
同
様
の
﹁
武
芸
掛
老
中
﹂
が
設
置
さ
れ
た
可
能

性
は
あ
る
と
い
え
る
︒
し
か
し
︑
史
料
的
制
約
に
よ
り
証
明
は
難
し
い
︒
若
年
寄

の
場
合
は
﹁
私
録
﹂
が
あ
る
も
の
の
︑
大
番
内
の
詳
細
な
動
向
が
分
か
る
史
料
が

手
許
に
無
い
た
め
︑
分
析
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

︒
よ
っ
て
本
論

で
は
﹁
武
芸
掛
老
中
﹂
が
存
在
す
る
可
能
性
を
言
及
す
る
に
留
め
て
お
き
た
い
︒

第
二
章　

若
年
寄
大
久
保
常
春
の
活
躍

若
年
寄
大
久
保
常つ

ね
は
る春

（
佐
渡
守
（
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
（︑
譜
代
大
名
大

久
保
忠
高
（
近
江
国
六
郡
な
ど
で
一
万
石
（
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
︒
元
禄
十
二

年
（
一
六
九
九
（
家
督
相
続
︑
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
（
側
衆
︑
同
三
年
若
年
寄

就
任
︒
享
保
元
年
（
一
七
一
六
（
七
月
に
鷹
狩
再
興
の
準
備
を
命
じ
ら
れ
︑
以
後

﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
と
し
て
吉
宗
の
武
芸
奨
励
を
支
え
る
︒
こ
の
功
績
に
よ
り
数

［三］



67― ―

江戸幕府武芸奨励と若年寄
－「武芸掛若年寄」についての考察－

度
の
加
増
を
受
け
︑
同
三
年
に
一
万
五
千
石
︑
同
十
年
に
二
万
石
を
領
す
る
（
下

野
国
烏
山
藩
主
（︒
更
に
同
十
三
年
五
月
に
は
老
中
に
昇
進
︑
同
時
に
一
万
石
加

増
︑
合
わ
せ
て
三
万
石
を
領
す
る
に
至
る
が
︑
同
年
九
月
に
病
死
︒
享
年
五
十

四（
（2
（

︒
吉
宗
期
の
前
半
に
お
い
て
武
芸
奨
励
に
関
す
る
施
策
を
支
え
た
重
要
人
物
で

あ
っ
た
︒
以
下
︑
本
章
で
は
﹁
私
録
﹂
の
記
述
を
も
と
に
大
久
保
常
春
の
動
向
を

明
ら
か
に
し
た
い
︒

表
２
は
﹁
私
録
﹂
の
記
事
か
ら
︑
武
芸
・
狩
猟
に
関
す
る
若
年
寄
か
ら
小
性
組

番
頭
へ
の
指
示
︑
あ
る
い
は
小
性
組
番
頭
か
ら
若
年
寄
に
対
す
る
伺
（
と
若
年
寄

か
ら
の
回
答
（
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

︒
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
一
部
の
例
外
を

除
き
ほ
と
ん
ど
全
て
に
若
年
寄
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
表
２
﹁
記
事
中
の

若
年
寄
﹂
の
列
（︒
表
２
に
所
収
し
た
記
事
は
一
〇
五
点
︑
こ
の
う
ち
︑
五
十
九

点
の
記
事
に
常
春
の
名
が
確
認
で
き
る
︒
そ
の
内
訳
は
︑
常
春
が
月
番
で
あ
っ
た

記
事
は
二
十
点
︑
月
番
で
な
か
っ
た
記
事
は
三
十
九
点
で
あ
る
︒
常
春
は
享
保
十

三
年
（
一
七
二
八
（
に
老
中
に
昇
進
す
る
ま
で
の
間
︑
月
番
と
は
無
関
係
に
︑
両

番
頭
（
両
番
の
番
頭
︑
す
な
わ
ち
書
院
番
頭
と
小
性
組
番
頭
（
へ
の
武
芸
・
狩
猟

に
関
す
る
指
示
や
回
答
を
ほ
ぼ
一
人
で
担
当
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
︒

そ
れ
で
は
︑
具
体
的
に
常
春
は
ど
の
よ
う
な
働
き
を
見
せ
た
の
か
︒
以
下
︑
三

点
に
分
け
て
論
じ
て
み
よ
う
︒

①
狩
猟
関
係（

（1
（

吉
宗
は
将
軍
・
大
御
所
で
あ
っ
た
期
間
（
一
七
一
六
~
一
七
五
一
（
に
数
百
回

の
狩
猟
を
し
て
い
る
が
︑
そ
の
初
発
は
享
保
二
年
（
一
七
一
七
（
五
月
十
一
日
の

鷹
狩
で
あ
る
︒
前
年
七
月
に
鷹
狩
再
興
の
準
備
を
命
じ
ら
れ
た
常
春
は
︑
同
日
の

鷹
狩
以
前
に
動
い
て
い
る
︒
た
と
え
ば
同
日
の
鷹
狩
に
お
い
て
勢
子
（
山
野
に
潜

む
獲
物
を
追
い
出
す
役
目
︒
自
ら
獲
物
を
獲
る
場
合
も
あ
る
（
の
主
役
と
な
っ
た

徒
組
（
下
級
幕
臣
で
あ
る
御
家
人
で
編
制
さ
れ
た
槍
部
隊
（
に
対
し
て
は
︑
同
二

年
二
月
︑
鷹
狩
を
務
め
た
経
験
の
あ
る
者
が
徒
組
内
に
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
い
る（

（5
（

︒
両
番
頭
に
対
し
て
は
同
年
五
月
︑
鷹
狩
供
奉
に
関
す
る
指
示
を
数
度
に

わ
た
り
発
し
て
い
る
（
表
２
︑
№
２
・
３
・
４
・
５
（︒
月
番
森
川
俊
胤
が
指
示

を
出
し
た
記
事
も
一
点
あ
る
が
︑
ほ
ぼ
常
春
が
指
示
を
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
︒
同
月
十
一
日
の
鷹
狩
は
吉
宗
に
と
っ
て
満
足
の
い
く
結
果
で
あ
っ
た
模

様
で
あ
り
︑
二
日
後
の
十
三
日
︑
常
春
は
吉
宗
か
ら
褒
賞
さ
れ
︑
更
に
は
今
後
吉

宗
が
鷹
狩
に
赴
く
際
に
は
常
に
供
奉
す
る
よ
う
に
も
命
じ
ら
れ
て
い
る（

（6
（

︒

こ
の
後
︑
常
春
か
ら
両
番
頭
に
対
し
て
は
︑
供
奉
に
関
し
た
指
示
や
鷹
場
へ
の

道
中
な
ど
で
火
事
が
発
生
し
た
場
合
の
警
固
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
指
示
が
続
く

が
︑
両
番
士
（
両
番
の
番
士
︑
す
な
わ
ち
書
院
番
士
と
小
性
組
番
士
（
が
勢
子
の

主
役
と
な
り
︑
特
に
騎
馬
勢
子
（
騎
乗
し
て
獲
物
を
追
い
︑
仕
留
め
る
勢
子
（
を

勤
め
る
よ
う
に
な
る
と
︑
こ
れ
に
関
係
し
た
指
示
も
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
た

と
え
ば
﹁
私
録
﹂
内
﹁
弓
馬
幷
水
稽
古
之
部
﹂
享
保
七
年
九
月
四
日
の
記
事
（
表

２
︑
№
32
（
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

　

一
︑ 

騎
馬
勢
子
稽
古
於　

吹
上
有
之
ニ
付
︑
大
久
保
佐
渡
守
殿
︑
一
昨
二
日

御
渡
被
成
候
御
書
付
︑
明
後
四
日
︑
吹
上　

上
覧
所
前
江
︑
何
も
四
ツ

時
ニ
可
被
相
揃
︑
尤
常
之
通
り
可
被
付
上
下
ニ
て
可
被
相
越
候
︑
騎
馬

相
勤
候
馬
為
牽
可
被
申
候
︑
吹
上
奉
行
江
可
被
談
候
︑
雨
天
ニ
候
ハ
ヽ

延
引
之
筈
ニ
候
︑

［四］



66― ―

人 文 自 然 論 叢 88

　
　
　

右
之
通
可
被
相
達
候
︑

右
に
よ
れ
ば
︑
常
春
は
番
頭
に
対
し
︑
同
月
二
日
に
騎
馬
勢
子
の
稽
古
に
関
す

る
書
付
を
渡
し
た
︒
書
付
に
は
騎
馬
勢
子
の
稽
古
を
行
う
日
程
（
同
月
四
日
（
や

場
所
（
吹
上
御
殿
の
上
覧
所
（
に
加
え
︑
番
士
の
装
束
な
ど
に
つ
い
て
の
指
示
が

記
さ
れ
︑
こ
の
旨
を
そ
れ
ぞ
れ
の
組
の
番
士
に
申
し
達
す
よ
う
に
と
命
じ
て
い
る
︒

ま
た
︑
同
書
﹁
遠　

御
成
之
部
﹂
同
八
年
三
月
十
六
日
の
条
（
表
２
︑
№
31
（

は
猪
狩
の
勢
子
に
関
す
る
常
春
の
指
示
を
記
し
て
い
る
︒

　

一
︑ 

大
久
保
佐（

常
春
︑若
（

渡
守
殿
口
上
ニ
て
両
番
頭
詰
番
江
被
仰
聞
候
者
︑
御
猪
狩
之

節
︑
番
頭
中
御
供
望
之
も
の
︑
大
勢
ハ
不
相
成
候
︑
三
四
人
罷
出
可
申

候
︑
尤
御
番
差
合
不
申
候
様
ニ
可
致
候
︑
右
罷
出
候
性（

姓
（名

幷
組
々
ゟ
も

若
キ
面
々
望
之
分
者
勝
手
次
第
可
罷
出
候
︑
尤
右
名
寄
も
可
書
出
旨
被

仰
聞
候
事
︑

右
は
猪
狩
に
扈
従
し
た
い
番
頭
・
番
士
を
募
り
︑
そ
の
氏
名
を
報
告
せ
よ
と
の

指
示
で
あ
る
︒﹁
有
徳
院
殿
御
実
紀
﹂
や
﹁
柳
営
日
次
記
﹂
に
よ
る
と
︑
同
年
同

月
二
十
二
日
︑
吉
宗
は
初
め
て
猪
狩
を
実
施
し
て
い
る
︒
常
春
の
指
示
は
そ
れ
に

先
だ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
鳥
を
獲
物
と
す
る
狩
猟
に
比
し
て
︑

猛
獣
で
あ
る
猪
を
獲
物
と
す
る
狩
猟
で
あ
る
か
ら
︑
危
険
性
が
高
い
︒
わ
ざ
わ
ざ

希
望
者
を
募
っ
た
の
は
そ
の
あ
た
り
が
理
由
で
あ
ろ
う
︒

②
武
芸
関
係

﹁
私
録
﹂
に
は
両
番
頭
に
よ
る
番
士
の
弓
術
・
馬
術
見
分（

（7
（

の
指
示
︑
ま
た
見
分

の
成
果
報
告
を
受
け
る
と
い
っ
た
記
事
が
多
い
︒
管
見
︑
常
春
が
武
芸
関
係
に
携

わ
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
明
示
す
る
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
︒
し
か
し
︑

弓
術
・
馬
術
が
狩
猟
に
関
係
が
深
い
と
す
る
な
ら
ば
︑
狩
猟
専
管
の
常
春
が
弓
馬

見
分
に
関
わ
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
︒

弓
術
に
つ
い
て
は
③
に
て
取
り
上
げ
る
通
り
︑
吉
宗
期
に
お
い
て
は
両
番
士

一
︑
二
名
が
弓
矢
を
持
参
し
て
狩
猟
に
供
奉
し
︑
現
地
に
て
鳥
を
射
止
め
る
と
い

う
﹁
御
供
弓
﹂
の
制
度
が
あ
っ
た（

（8
（

︒
鳥
を
弓
で
射
る
と
い
う
の
は
高
度
な
技
術
を

必
要
と
す
る
︒
よ
っ
て
︑
常
春
と
し
て
は
番
士
そ
れ
ぞ
れ
の
弓
術
の
技
量
が
ど
れ

ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
の
か
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
し
︑
ま
た
そ
の
技
量
向
上

を
促
す
べ
く
︑
番
頭
に
対
し
て
弓
術
見
分
実
施
の
指
示
を
出
す
こ
と
に
な
る
︒

馬
術
に
つ
い
て
は
︑
騎
馬
勢
子
を
務
め
る
の
は
主
に
両
番
士
で
あ
る
こ
と
か

ら
︑
常
春
は
番
士
の
馬
術
の
技
量
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
︑
さ
ら
に
は
技

術
向
上
の
た
め
に
番
頭
に
馬
術
見
分
の
実
施
を
命
じ
る
こ
と
に
な
る
︒
本
論
﹁
は

じ
め
に
﹂
に
て
﹁
狩
猟
専
管
の
若
年
寄
が
設
置
さ
れ
︑
そ
の
延
長
と
し
て
︑
武
芸

関
係
の
指
示
を
も
担
当
し
て
い
る
︒﹂
と
し
た
の
は
以
上
の
理
由
に
よ
る
も
の
で

あ
る
︒

さ
て
︑
弓
術
・
馬
術
見
分
に
つ
い
て
の
常
春
の
関
与
は
享
保
二
年
（
一
七
一

七
（
に
始
ま
る
︒
吉
宗
が
将
軍
に
な
る
直
前
の
正
徳
六
年
二
月
二
十
九
日
に
は
若

年
寄
鳥
居
忠
英
か
ら
両
番
頭
に
対
し
︑
弓
馬
見
分
を
促
す
指
示
が
出
て
い
る
（
表

２
︑
№
１
（︒
そ
こ
で
は
近
年
弓
馬
見
分
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
指
摘
さ

れ
て
い
る（

（9
（

︒
常
春
の
指
示
は
そ
う
し
た
状
態
を
鑑
み
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
︑
享

保
二
年
七
月
九
日
︑
常
春
は
小
性
組
番
頭
に
対
し
て
弓
馬
見
分
の
実
施
状
況
を
確

認
し
て
い
る
（
表
２
︑
№
７
（︒
記
事
の
文
面（

20
（

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
が
︑
恐
ら

く
書
院
番
頭
へ
も
同
様
の
確
認
を
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

［五］
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一
︑
大
久
保
佐
渡
守
殿
番
頭
江
御
渡
被
成
候
御
書
付

　
　
　
　
　

見
出
し　

御
小
性
組
番
頭
江

　
　
　

 
最
前
相
達
候
御
番
衆
弓
馬
之
義
︑
今
年
茂
見
分
相
済
候
也
︑
残
候
も
有

之
︑
秋
中
見
分
吟
味
も
有
之
哉
︑
書
付
明
朝
可
被
差
出
候
︑

　
　
　
　
　

七
月
九
日

　

一
︑ 

右
ニ
付
︑
翌
十
日
両
番
頭
詰
番
よ
り
︑
佐
渡
守
殿
江
進
達
書
付
︑
御
番

衆
弓
馬
︑
当
春
見
分
可
仕
候
処
︑
火
事
繁
く
︑
其
上
居
宅
類
焼
仕
候
者

共
大
勢
御
坐
候
付
︑
当
春
者
見
分
不
仕
候
︑
秋
中
見
分
可
仕
旨
︑
此
間

申
合
候
︑
以
上
︑

　
　
　
　
　

七
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
性
組
方

右
に
よ
る
と
七
月
九
日
に
常
春
が
小
性
組
番
頭
に
同
年
分
の
弓
馬
見
分
が
終

わ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
報
告
せ
よ
と
指
示
を
し
︑
翌
日
︑
小
性
組
番
頭
か
ら
事
情

（﹁
火
事
繁
く
︑
其
上
居
宅
類
焼
仕
候
者
共
大
勢
御
坐
候
付
﹂（
に
よ
り
未
だ
弓
馬

見
分
は
実
施
し
て
お
ら
ず
︑
秋
に
な
っ
た
ら
実
施
す
る
と
答
え
て
い
る
︒
拙
著
に

て
取
り
上
げ
た
通
り
︑
吉
宗
が
将
軍
に
な
る
以
前
︑
弓
馬
見
分
の
実
施
を
求
め
る

幕
閣
か
ら
の
指
示
を
番
頭
が
無
視
す
る
と
い
う
状
況
が
度
々
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら（

2（
（

︑
火
事
云
々
に
よ
り
弓
馬
見
分
が
実
施
で
き
な
い
と
い
う
の
は
今
ひ
と
つ
信

用
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
︑
吉
宗
が
上
覧
を
繰
り
返
す
な
か
で
番
頭
に
よ
る
弓
馬

見
分
は
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
そ
の
成
果
（
番
士
の
成
績
（
は
常
春

に
報
告
さ
れ
て
い
る
︒
表
２
№
（8
・
11
・
53
・
6（
・
62
・
61
・
67
・
68
が
こ
れ
に

該
当
し
よ
う
︒

③
御
供
弓
関
係

﹁
御
供
弓
﹂
と
は
将
軍
の
狩
猟
︑
特
に
鷹
狩
に
扈
従
す
る
両
番
士
が
持
参
し
た

弓
矢
を
使
い
鳥
を
射
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
︑
吉
宗
期
に
始
ま
っ
た
︒﹁
御
供
弓
﹂

の
定
義
は
史
料
に
よ
っ
て
若
干
の
差
異
が
あ
る
が（

22
（

︑
両
番
士
が
﹁
御
供
弓
﹂
の
主

役
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒
よ
っ
て
﹁
私
録
﹂
に
は
常
春
が
両
番
頭
の

面
々
に
御
供
弓
に
関
す
る
指
示
を
出
し
た
と
い
う
記
事
が
多
数
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
︒
註
22
に
記
し
た
通
り
︑﹁
御
供
弓
﹂
の
初
発
は
享
保
六
年
（
一
七
二
一
（
で

あ
る
が
︑
そ
れ
以
前
よ
り
︑
幕
府
鳥
を
射
止
め
る
力
量
を
持
つ
番
士
の
把
握
に
乗

り
出
し
て
い
る
︒

　

一
︑
大
久
保
長
門
守
殿
︑
両
番
頭
詰
番
江
御
渡
被
成
候
御
書
付

　
　
　

 

御
堀
と
り
田
安
御
鷹
野
な
と
に
お
ゐ
て
お
だ
や
か
成
鳥
を
︑
冬
に
至

り
︑
御
番
衆
之
内
中
り
能
達
者
ニ
弓
射
候
者
へ
︑
為
御
射
可
被
遊
候

間
︑
両
御
番
惣
人
数
打
込
に
て
︑
三
四
人
頭
々
寄
合
遂
吟
味
可
書
出

候（
23
（

︑

右
は
同
四
年
（
一
七
一
九
（
九
月
六
日
︑
月
番
若
年
寄
で
あ
る
大
久
保
教
寛
が

両
番
頭
に
対
し
て
︑
城
の
堀
に
飛
来
す
る
鳥
を
番
士
に
射
さ
せ
る
た
め
︑
弓
術
に

秀
で
た
番
士
を
選
別
し
て
報
告
せ
よ
と
の
指
示
を
出
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る

（
表
２
№
（7
（︒
常
春
で
は
な
く
月
番
若
年
寄
と
い
う
の
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
︑
詳
細
は
不
明
で
あ
る
︒

﹁
御
供
弓
﹂
に
関
す
る
常
春
の
記
事
は
表
２
の
№
27
︑
同
六
年
十
二
月
二
十
八

日
の
記
事
で
あ
る
︒
少
し
長
く
な
る
が
全
文
を
引
用
し
て
お
く
︒

　

一
︑ 

大
久
保
佐
渡
守
殿
︑
両
番
頭
詰
番
江
被
仰
聞
候
者
︑
向
後
御
鷹
野　

御

［六］
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成
之
節
︑
両
御
番
よ
り
弓
射
之
者
︑
兼
而
書
上
置
候
も
の
ゝ
内
よ
り
打

込
仕
︑
両
御
番
無
差
別
壱
人
︑
御
供
之
組
ニ
付
差
出
可
申
候
︑　

御
成

之
度
々
被
仰
渡
間
敷
候
間
︑
毎
度
右
之
通
相
心
得
可
差
出
候
︑
右
之

趣
︑
御
目
付
江
も
被
仰
渡
︑
弓
持
之
者
も
兼
而
申
付
置
候
や
う
ニ
と
被

仰
渡
候
︑
依
之
兼
而
書
上
置
候
分
ニ
て
者
︑
代
り
入
可
申
也
︑
此
度
吟

味
仕
︑
人
数
相
増
︑
此
上
書
出
し
可
申
候
哉
と
伺
候
処
︑
尤
思
召
之
旨

被　

仰
聞
候
︑

　

一
︑ 

御
同
人
被
仰
聞
候
者
︑　

御
鷹
野
ニ
て
弓
相
勤
之
者
︑
痛
等
可
成
ほ
と

者
押
申
候
而
可
相
勤
候
︑
若
押
候
て
も
難
勤
も
の
者
断
承
届
候
上
可
申

上
候
︑
鳥
類
射
留
候
一
通
り
ニ
も
無
之
︑
被　

召
連
候
義
者
景
気
ニ
も

罷
成
候
故
︑
右
御
用
之
筋
明
キ
不
申
や
う
可
心
得
旨
︑
被
仰
聞
候
之
事
︑

右
は
﹁
御
供
弓
﹂
の
制
度
化
に
つ
い
て
の
常
春
と
番
頭
と
の
や
り
と
り
で
あ

る
︒
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

Ａ
︑
常
春
か
ら
番
頭
の
面
々
へ
の
指
示

　
　

 

今
後
上
様
が
鷹
狩
に
赴
く
際
︑
前
々
か
ら
書
き
上
げ
て
お
い
た
番
士
の
中

か
ら
弓
矢
を
持
参
す
る
両
番
士
を
一
名
選
出
し
︑
供
奉
を
担
当
す
る
組
に

同
行
さ
せ
る
よ
う
に
︒
今
回
に
限
ら
ず
今
後
は
こ
の
通
り
に
心
得
よ
︒
こ

の
こ
と
は
目
付
（
旗
本
の
監
察
役
︒
若
年
寄
か
ら
の
指
示
を
番
頭
に
伝
え

る
こ
と
も
あ
っ
た
（
に
も
伝
え
て
あ
る
︒﹁
御
供
弓
﹂
を
務
め
る
番
士
に

も
申
し
付
け
て
お
く
よ
う
に
︒

Ｂ
︑
番
頭
か
ら
の
伺

　
　

 

以
前
に
報
告
し
た
分
で
は
不
十
分
か
も
し
れ
な
い
の
で
︑
再
度
弓
術
見
分

を
実
施
し
て
︑
候
補
者
を
増
や
し
︑
改
め
て
報
告
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
︒

Ｃ
︑
常
春
か
ら
の
回
答

　
　

そ
れ
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
通
り
に
せ
よ
︒

Ｄ
︑
常
春
か
ら
更
な
る
指
示

　
　

 ﹁
御
供
弓
﹂
に
選
出
さ
れ
た
番
士
は
多
少
の
体
調
不
良
が
あ
っ
て
も
な
る

べ
く
休
ま
な
い
よ
う
に
︒
鳥
を
射
止
め
る
の
は
高
度
な
技
術
で
あ
る
か
ら

す
ぐ
に
代
理
を
立
て
る
の
は
難
し
い
︒
さ
り
と
て
﹁
御
供
弓
﹂
供
奉
は
上

様
の
鷹
狩
行
列
の
威
勢
に
影
響
す
る
（
の
で
必
要
で
あ
る
（︒
よ
っ
て
︑

欠
員
が
出
な
い
よ
う
に
（
急
遽
代
理
人
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
な
よ
う

に
（
番
頭
の
面
々
は
予
め
準
備
を
整
え
て
お
く
よ
う
に
︒

多
少
の
意
訳
を
盛
り
込
ん
で
い
る
が
︑
常
春
と
番
頭
と
の
や
り
と
り
は
右
の
通

り
で
あ
る
︒
注
目
す
べ
き
点
は
︑
Ａ
の
﹁
前
々
か
ら
書
き
上
げ
て
お
い
た
番
士
の

中
か
ら
弓
矢
を
持
参
す
る
両
番
士
を
一
名
選
出
し
︑
供
奉
を
担
当
す
る
組
に
同
行

さ
せ
る
よ
う
に
︒﹂（﹁
両
御
番
よ
り
弓
射
之
者
︑
兼
而
書
上
置
候
も
の
ゝ
内
よ
り

打
込
仕
︑
両
御
番
無
差
別
壱
人
︑
御
供
之
組
ニ
付
差
出
可
申
候
︑﹂（
の
部
分
で
あ

る
︒﹁
兼
而
書
上
置
﹂
は
弓
術
堪
能
の
番
士
の
氏
名
報
告
を
意
味
す
る
と
考
え
ら

れ
る
が
︑
同
四
年
に
若
年
寄
大
久
保
教
寛
に
寄
せ
ら
れ
た
報
告
と
同
一
か
ど
う
か

は
分
か
ら
な
い
︒
し
か
し
︑
常
春
の
手
許
に
番
士
の
技
量
に
関
す
る
何
ら
か
の
情

報
が
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
︒
当
初
は
前
々
か
ら
の
報
告
に
基
づ
い
て
﹁
御
供

弓
﹂
の
指
名
が
あ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
︑
番
頭
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
新
た
な
武

芸
見
分
・
報
告
が
あ
り
︑
そ
れ
に
基
づ
い
て
常
春
が
﹁
御
供
弓
﹂
を
務
め
る
番
士

を
指
名
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
右
の
記
事
の
流
れ
で
あ
ろ
う
︒

［七］
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な
お
︑﹁
誰
が0

指
名
す
る
の
か
﹂
に
つ
い
て
は
史
料
上
は
曖
昧
で
あ
る
が
︑
番

頭
が
指
名
す
る
の
で
あ
れ
ば
︑
常
春
に
改
め
て
報
告
す
る
の
は
無
意
味
と
な
る
︒

指
名
は
常
春
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
常
春
か
ら
吉
宗
に
報
告
が
上
が
り
︑
そ

れ
に
基
づ
い
て
吉
宗
が
指
名
し
︑
こ
れ
を
常
春
が
番
頭
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
（︒
い
ず
れ
に
せ
よ
︑
①
の
勢
子
や
②
の
武
芸
見
分
と
同
様
に
︑

﹁
御
供
弓
﹂
に
つ
い
て
も
常
春
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒

ま
た
︑
前
述
の
通
り
︑
鳥
を
射
止
め
る
と
い
う
高
度
な
技
術
を
必
要
と
す
る

﹁
御
供
弓
﹂
は
候
補
者
の
確
保
が
非
常
に
重
要
と
な
る
︒
特
に
遠
的
（
遠
距
離
の

弓
射
（
の
技
術
は
必
須
と
な
る
︒﹁
御
供
弓
﹂
の
制
度
化
の
後
︑
通
常
の
弓
術
見

分
（
大
的
見
分
（
と
は
別
に
遠
的
見
分
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
当
然
︑

常
春
は
関
与
す
る
︒
た
と
え
ば
享
保
十
年
（
一
七
二
五
（
五
月
︑
常
春
は
番
頭
に

遠
的
見
分
の
実
施
と
そ
の
成
果
報
告
を
指
示
し
︑
同
月
十
日
に
そ
の
報
告
に
基
づ

い
て
﹁
御
供
弓
﹂
を
務
め
る
番
士
の
指
名
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

第
三
章　

大
久
保
常
春
以
後
の
「
武
芸
掛
若
年
寄
」

若
年
寄
大
久
保
常
春
は
享
保
初
年
段
階
か
ら
吉
宗
の
武
芸
奨
励
を
支
え
続
け
た

人
物
で
あ
る
が
︑
同
人
は
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
（
に
老
中
に
昇
進
す
る
（
同

年
死
去
（︒
そ
れ
で
は
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
の
後
任
は
誰
に
な
っ
た
の
か
︒
常
春

を
は
じ
め
と
し
て
﹁
私
録
﹂
に
は
若
年
寄
が
度
々
登
場
す
る
が
︑
そ
う
し
た
若
年

寄
の
経
歴
を
﹁
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹂
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
︑
水
野
忠た

だ
さ
だ定

︑
板
倉

勝か
つ

清き
よ

︑
水
野
忠た

だ
ち
か見

の
順
で
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
を
担
当
し
た
と
思
わ
れ
る
（
表
３
（︒

①
水
野
忠
定
（
附
、
西
丸
若
年
寄
松
平
乗
賢
、
小
出
英
貞
）

水
野
忠
定
は
享
保
十
三
年
五
月
十
二
日
に
﹁
御
鷹
之
事
﹂
を
命
じ
ら
れ
た
︒
常

春
が
老
中
に
昇
進
し
た
の
が
同
月
七
日
で
あ
る
か
ら
︑
ま
さ
し
く
﹁
武
芸
掛
若
年

寄
﹂
の
後
任
と
い
え
る
︒
事
実
︑
同
十
五
年
に
は
両
番
士
の
う
ち
で
水
泳
や
水
馬

（
騎
乗
し
て
川
や
海
を
渡
る
馬
術
の
一
種
（
の
稽
古
希
望
者
の
調
査
・
報
告
の
指

示
を
番
頭
に
出
す
な
ど
（
表
２
№
75
（︑
月
番
で
は
な
い
月
に
武
芸
奨
励
に
関
し

た
動
き
を
見
せ
て
い
る
︒

同
二
十
年
か
ら
延
享
二
年
（
一
七
四
五
（
九
月
一
日
ま
で
西
丸
勤
め
と
な
る

が
︑
元
文
二
年
（
一
七
三
七
（
正
月
二
十
五
日
に
世
嗣
家
重
（
後
の
九
代
将
軍
（

に
よ
る
弓
術
上
覧
（
表
２
№
89
（︑
同
五
年
閏
七
月
十
四
日
︑
同
年
八
月
六
日
に

家
重
の
鷹
狩
に
関
す
る
指
示
を
出
し
て
い
る
︒
こ
の
三
点
の
記
事
の
う
ち
︑
二
点

は
忠
定
が
月
番
で
な
か
っ
た
月
の
記
事
で
あ
る
︒
本
丸
同
様
に
西
丸
に
お
け
る
武

芸
奨
励
を
担
当
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒

忠
定
が
い
つ
ま
で
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
を
務
め
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る

が
︑
忠
定
が
本
丸
に
復
し
た
直
後
の
延
享
二
年
九
月
二
十
七
日
︑
板
倉
勝
清
が
忠

定
と
交
代
で
鷹
狩
の
供
奉
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
後
述
（︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
本

丸
に
復
し
た
の
ち
も
忠
定
は
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
︒
た
だ
し
︑﹁
私
録
﹂
を
通
覧
す
る
に
︑
吉
宗
の
引
退
後
（
同
年
九

月
（︑
狩
猟
や
武
芸
に
関
す
る
記
事
が
大
幅
に
減
少
す
る
︒
よ
っ
て
︑
本
丸
復
帰

後
の
忠
定
が
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
と
し
て
ど
う
働
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
︒

な
お
︑
西
丸
に
お
け
る
武
芸
奨
励
に
つ
い
て
は
︑
忠
定
以
前
に
松
平
乗

（
21

の
り
か
た（賢の

記

事
が
１
点
（
表
２
№
59
（︑
小
出
英

（
25

ふ
さ
さ
だ（貞の

記
事
が
３
点
見
ら
れ
る
（
表
２
№
85
・

［八］
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87
・
88
（
が
︑
い
ず
れ
も
西
丸
若
年
寄
の
月
番
が
不
明
な
時
期
で
は
あ
る
も
の

の
︑
乗
賢
は
﹁
惇
信
院
殿
西
城
に
移
ら
せ
仕
ひ
し
よ
り
こ
の
か
た
︑
乗
賢
一
人
執

事
と
し
て
鷹
狩
に
い
で
さ
せ
仕
ふ
折
々
も
︑
陪
従
せ
し
事
﹂
に
つ
い
て
享
保
十
四

年
十
二
月
二
十
五
日
に
褒
賞
さ
れ
て
い
る
（﹁
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹂（︒﹁
私
録
﹂
に

記
事
は
少
な
い
も
の
の
︑
西
丸
に
お
け
る
武
芸
奨
励
に
関
係
の
深
い
西
丸
若
年
寄

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒

②
板
倉
勝
清

板
倉
勝
清
は
延
享
元
年
十
月
二
日
に
﹁
御
鷹
の
事
﹂
を
命
じ
ら
れ
て
い
る（

26
（

︒
翌

年
九
月
二
十
七
日
に
は
﹁
御
狩
の
御
供
は
水
野
壱
岐
守
忠
定
と
︑
か
は
る
〴
〵
こ

れ
を
つ
と
め
︑
有
徳
院
殿
御
鷹
の
事
を
も
う
け
た
ま
は
る
べ
き
む
ね
仰
下
さ

る
﹂︑
す
な
わ
ち
本
丸
勤
め
に
戻
っ
た
水
野
忠
定
と
と
も
に
﹁
武
芸
掛
﹂
を
担
当

す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
︑
同
月
に
将
軍
職
を
退
い
た
大
御
所
吉
宗
の
鷹
狩
に
つ
い

て
担
当
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
︒
た
だ
し
︑
そ
れ
以
後
︑
勝
清
が
関
与
し

た
と
思
わ
れ
る
武
芸
奨
励
の
記
事
は
﹁
私
録
﹂
に
無
い
︒
①
の
水
野
忠
定
と
同
様

に
︑
勝
清
が
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
働
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
︒

③
水
野
忠
見

水
野
忠
見
は
①
で
取
り
上
げ
た
水
野
忠
定
の
嫡
子
で
あ
り
︑
宝
暦
八
年
（
一
七

五
八
（
に
西
丸
若
年
寄
に
任
じ
ら
れ
た
後
︑
同
十
年
に
本
丸
附
と
な
り
︑
明
和
四

年
（
一
七
六
七
（
十
月
に
﹁
御
鷹
の
事
﹂
を
命
じ
ら
れ
た
（﹁
寛
政
重
修
諸
家

譜
﹂（︒
残
念
な
が
ら
﹁
私
録
﹂
に
は
︑
同
年
十
二
月
二
十
一
日
に
普
請
奉
行
長
田

元
輔
か
ら
弓
術
稽
古
場
の
変
更
に
つ
い
て
連
絡
が
あ
っ
た
旨
の
記
事
を
最
後
に
︑

狩
猟
や
武
芸
に
関
す
る
記
事
が
見
ら
れ
な
く
な
る
︒
よ
っ
て
︑﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂

と
し
て
の
水
野
忠
見
の
働
き
は
﹁
私
録
﹂
で
は
確
認
で
き
な
い
︒

①
か
ら
③
ま
で
で
大
久
保
常
春
以
後
の
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
に
つ
い
て
考
察
を

進
め
た
︒﹁
私
録
﹂
の
記
事
を
前
提
に
言
う
な
ら
ば
︑
水
野
忠
定
︑
特
に
延
享
二

年
に
本
丸
に
復
す
ま
で
の
水
野
忠
定
は
常
春
の
後
任
と
し
て
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂

の
任
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
し
︑
前
述
の
通
り
︑﹁
私
録
﹂

の
狩
猟
や
武
芸
に
関
す
る
記
事
が
延
享
二
年
以
後
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
︑
板

倉
勝
清
や
水
野
忠
見
の
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
の
働
き
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ

た
の
か
︑﹁
私
録
﹂
で
探
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
︒
別
の
史
料
を
活
用
す
る
必
要

が
あ
る
が
︑
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

な
お
︑
表
２
か
ら
は
省
い
て
い
る
が
︑
延
享
二
年
以
後
︑
狩
猟
や
武
芸
に
関
す

る
﹁
私
録
﹂
の
記
事
に
は
︑
目
付
が
度
々
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
︒
し
か
も
月
番

で
は
な
い
目
付
が
登
場
す
る
事
例
が
目
立
つ
︒
家
重
以
降
︑
目
付
が
武
芸
奨
励
に

関
与
す
る
度
合
が
増
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
︑
本
論
で
は
指
摘
に
留
め
て
お
く
︒

第
四
章　

武
芸
見
分
に
み
る
若
年
寄
と
両
番
頭
と
の
分
掌

前
章
ま
で
で
︑
吉
宗
期
に
お
け
る
両
番
へ
の
武
芸
奨
励
の
指
示
は
︑
一
部
の
例

外
は
あ
る
も
の
の
︑
特
定
の
若
年
寄
︑
す
な
わ
ち
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
が
担
当
し

た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
︒

た
だ
し
︑
無
制
限
に
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
が
武
芸
奨
励
の
指
示
を
取
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い
︒
た
と
え
ば
若
年
寄
の
支
配

［九］
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下
に
な
い
大
番
頭
を
含
む
指
示
に
つ
い
て
は
老
中
が
加
わ
っ
て
い
る
（
表
２
№

23
・
21
（︒
幕
府
の
職
制
を
超
越
し
て
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
が
武
芸
奨
励
を
担
当

し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
︒

さ
ら
に
︑
若
年
寄
に
よ
る
武
芸
見
分
に
つ
い
て
論
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
︒

こ
れ
ま
で
の
分
析
に
よ
り
︑
両
番
頭
に
よ
る
両
番
士
を
対
象
と
し
た
武
芸
見
分
に

つ
い
て
︑﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
が
様
々
な
指
示
を
与
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
が
︑
若
年
寄
自
身
に
よ
る
武
芸
見
分
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
︒
吉
宗
期
に
お
い
て
そ
れ
は
ど
の
程
度
実
施
さ
れ
た
の
か
︒

管
見
に
よ
る
と
そ
れ
は
皆
無
で
あ
る
︒
吉
宗
期
に
お
い
て
番
士
の
弓
馬
の
力
量

を
直
接
確
認
・
評
価
す
る
の
は
吉
宗
と
番
頭
で
あ
り
（
吉
宗
に
よ
る
武
芸
上
覧
︑

番
頭
に
よ
る
武
芸
見
分
（︑
若
年
寄
は
番
頭
か
ら
提
出
さ
れ
る
報
告
書
を
通
じ
て

の
確
認
・
評
価
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

同
様
の
傾
向
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
（
に
始
ま
っ
た
惣
領
番
入
制
度（

27
（

に
お
い

て
も
見
出
せ
る
︒
同
制
度
は
五
番
方
に
属
す
る
旗
本
や
一
定
以
上
の
役
職
に
あ
る

旗
本
の
惣
領
（
跡
取
り
息
子
（
を
対
象
と
す
る
登
用
制
度
で
あ
る
︒
こ
の
制
度
を

通
じ
て
︑
学
問
や
武
芸
に
秀
で
た
惣
領
は
︑
彼
が
家
を
継
ぎ
旗
本
家
の
当
主
に
な

る
前
に
五
番
方
の
番
士
と
し
て
召
し
出
さ
れ
た
︒
文
武
に
秀
で
た
惣
領
の
選
別
は

試
験
（
吟
味
（
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
︑
五
番
方
番
士
の
惣
領
を
対
象

と
す
る
武
芸
吟
味
は
番
頭
の
屋
敷
で
実
施
さ
れ
︑
布
衣
以
上
の
役
職
に
あ
る
旗
本

の
惣
領
を
対
象
と
す
る
武
芸
吟
味
は
若
年
寄
の
屋
敷
︑
具
体
的
に
は
松
平
乗
賢
・

大
久
保
常
春
の
屋
敷
で
実
施
さ
れ
た（

28
（

︒
番
士
（
あ
る
い
は
番
士
関
係
者
（
の
力
量

を
確
認
す
る
の
は
若
年
寄
で
は
な
く
番
頭
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
が
露
骨
に
示
さ
れ

て
い
る
︒

こ
れ
は
非
常
に
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
︒
第
一
章
②
で
取
り
上
げ
た
通
り
︑
五
代

将
軍
綱
吉
︑
六
代
将
軍
家
宣
の
頃
は
若
年
寄
が
両
番
そ
の
他
の
軍
事
部
隊
に
対
し

て
武
芸
見
分
を
実
施
し
て
い
る
︒
今
村
嘉
雄
氏
に
よ
れ
ば（

29
（

︑
綱
吉
期
に
は
若
年
寄

に
よ
る
弓
術
見
分
が
三
十
五
回
以
上
︑
同
じ
く
馬
術
見
分
は
四
十
一
回
以
上
実
施

さ
れ
た
︒
家
宣
や
家
継
（
七
代
将
軍
（
の
頃
も
同
様
に
若
年
寄
の
見
分
が
実
施
さ

れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
幕
府
に
お
い
て
︑
若
年
寄
に
よ
る
武
芸
見
分
は
吉
宗
が
将
軍

に
な
る
以
前
に
は
く
り
返
し
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
決
し
て
新

奇
で
突
飛
な
施
策
で
は
な
い
の
で
あ
る
︒

無
論
︑
拙
著
で
確
認
し
た
通
り
︑
若
年
寄
に
よ
る
武
芸
見
分
の
み
で
は
番
頭
に

よ
る
武
芸
見
分
の
実
施
を
促
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
が（

30
（

︑
若
年
寄

の
武
芸
見
分
が
無
意
味
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
ま
い
︒
武
芸
上
覧
と
併
用
す
る
と

い
う
活
用
方
法
も
当
然
考
え
ら
れ
る
話
で
は
な
い
か
︒

吉
宗
が
将
軍
に
な
る
以
前
は
︑
番
頭
に
対
す
る
武
芸
見
分
実
施
の
命
令
は
得
て

し
て
等
閑
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
︒
こ
れ
を
是
正
す
る
方
策
を
打
ち
出
し
た
の

が
吉
宗
で
あ
り
︑
吉
宗
は
武
芸
上
覧
を
繰
り
返
す
こ
と
で
番
頭
に
よ
る
武
芸
見
分

の
確
実
な
実
施
を
実
現
さ
せ
た（

3（
（

︒
す
な
わ
ち
︑
前
代
か
ら
持
ち
越
さ
れ
た
問
題
は

武
芸
上
覧
の
く
り
返
し
に
よ
っ
て
解
決
し
た
の
で
あ
り
︑
わ
ざ
わ
ざ
若
年
寄
が
武

芸
見
分
を
実
施
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
吉
宗
は
考
え
た
の
か
︒
し
か
し
そ
の
よ
う

な
︑
い
さ
さ
か
消
極
的
な
姿
勢
は
武
芸
奨
励
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
吉
宗
の
有
り

様
と
は
ど
う
に
も
矛
盾
し
て
し
ま
う
︒

こ
の
疑
問
に
対
す
る
解
答
を
示
す
こ
と
は
現
時
点
で
は
難
し
い
も
の
の
︑
ひ
と

［一〇］
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つ
の
推
論
と
し
て
は
︑
若
年
寄
と
番
頭
と
の
分
掌
で
あ
る
︒
冒
頭
で
述
べ
た
通

り
︑
若
年
寄
の
前
身
は
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
（
に
設
置
さ
れ
た
﹁
六
人
衆
﹂
で

あ
る
︒﹁
六
人
衆
﹂
は
同
十
五
年
の
機
構
改
革
の
中
で
事
実
上
消
滅
す
る
も
の

の
︑
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
（
に
再
設
置
さ
れ
︑
こ
の
時
か
ら
﹁
若
年
寄
﹂
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
︑
寛
永
十
年
に
﹁
六
人
衆
﹂

と
な
っ
た
六
名
は
小
性
組
番
頭
を
兼
帯
す
る
か
た
ち
で
﹁
六
人
衆
﹂
に
な
っ
た
と

い
う
点
で
あ
り
︑
さ
ら
に
同
十
二
年
︑
初
期
の
﹁
六
人
衆
﹂
の
う
ち
︑
松
平
信

綱
・
阿
部
忠
秋
・
堀
田
正
盛
が
老
中
と
な
り
小
性
組
番
頭
を
赦
免
さ
れ
た
後
︑
後

任
の
小
性
組
番
頭
と
な
っ
た
土
井
利
隆
・
酒
井
忠
朝
・
朽
木
稙
綱
が
新
た
に
﹁
六

人
衆
﹂
に
加
わ
っ
た
︒
す
な
わ
ち
︑
元
々
﹁
六
人
衆
﹂
=
若
年
寄
と
小
性
組
は
後

の
職
制
上
の
関
係
以
上
に
来
歴
と
し
て
関
係
が
深
い
の
で
あ
る
︒
両
番
士
の
上
役

は
番
頭
で
あ
り
︑
若
年
寄
は
上
役
の
上
役
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
︑
吉
宗
期
以
前

に
若
年
寄
に
よ
る
両
番
士
を
対
象
と
す
る
武
芸
吟
味
が
実
施
さ
れ
た
の
は
︑
そ
う

し
た
来
歴
に
よ
る
こ
と
も
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
︒
そ
の
よ
う
な
若
年
寄
と
両

番
と
の
曖
昧
さ
が
吉
宗
期
に
解
消
さ
れ
︑
若
年
寄
は
あ
く
ま
で
番
頭
に
指
示
を
出

す
こ
と
に
留
め
︑
そ
の
指
示
に
則
り
番
頭
は
番
士
を
指
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

敢
え
て
そ
う
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
要
因
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
が
（
む
し
ろ
曖
昧
さ
を
残
す
=
若
年
寄
に
よ
る
番
士
を
対
象
と
し
た
武
芸
見
分

を
残
す
方
が
よ
り
強
力
な
奨
励
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（︑
吉
宗

期
に
お
け
る
種
々
の
改
革
︑
た
と
え
ば
財
政
・
経
済
政
策
に
お
け
る
制
度
改
革
な

ど
︑
他
の
方
面
と
の
比
較
が
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
な
い（

32
（

︒

む
す
び
に

以
上
︑
い
ま
だ
不
明
な
点
を
残
し
つ
つ
も
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
注
目
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
若
年
寄
と
武
芸
奨
励
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
︒
若
年
寄
は
両
番

頭
を
支
配
す
る
関
係
上
︑
両
番
士
に
武
芸
を
稽
古
さ
せ
よ
と
い
う
両
番
頭
へ
の
指

示
は
若
年
寄
か
ら
発
せ
ら
れ
る
︒
こ
の
こ
と
は
職
制
上
か
ら
見
れ
ば
当
然
の
話
の

よ
う
に
思
え
る
が
︑
吉
宗
期
に
武
芸
奨
励
専
管
の
若
年
寄
が
存
在
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
こ
と
は
ひ
と
つ
の
成
果
で
あ
ろ
う
︒
一
方
で
︑﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂

の
権
能
が
番
頭
へ
の
指
示
と
い
う
と
こ
ろ
に
留
ま
り
︑
番
士
に
直
接
影
響
を
及
ぼ

す
よ
う
な
働
き
（
具
体
的
に
は
武
芸
吟
味
（
は
意
図
的
に
制
限
さ
れ
た
と
い
う
理

由
の
解
明
は
︑﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
に
関
す
る
考
察
を
深
め
る
に
あ
た
り
か
な
り

重
要
な
論
点
と
な
ろ
う
︒

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
文
中
に
も
挙
げ
て
い
る
が
︑
こ
の
ほ
か

今
回
の
研
究
成
果
が
他
の
番
方
︑
す
な
わ
ち
大
番
や
新
番
︑
小
十
人
組
と
若
年
寄

と
の
間
で
も
成
り
立
つ
か
と
い
う
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
本
論
は
小
性
組
の
記
録

で
あ
る
﹁
私
録
﹂
を
中
心
に
分
析
を
進
め
た
︒﹁
私
録
﹂
で
は
小
性
組
と
同
時
に

書
院
番
の
動
向
も
か
な
り
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
書
院
番
を
含
め
て
両
番

と
若
年
寄
と
の
関
係
は
或
る
程
度
明
ら
か
に
出
来
た
と
い
え
る
︒
し
か
し
大
番
・

新
番
・
小
十
人
組
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
無
い
︒
特
に
大
番
の
場
合
︑
大
番

頭
を
支
配
す
る
の
が
老
中
で
あ
る
以
上
︑
他
の
四
番
と
は
趣
が
異
な
る
可
能
性
が

あ
る
︒
本
文
中
で
も
言
及
し
た
こ
と
で
あ
る
が
︑﹁
武
芸
掛
老
中
﹂
と
呼
べ
る
よ

う
な
老
中
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
か
な
ど
を
含
め
︑
分
析
が
必
要
で
あ
る
︒
ま
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江戸幕府武芸奨励と若年寄
－「武芸掛若年寄」についての考察－

た
︑
吉
宗
期
の
後
に
積
極
的
な
武
芸
奨
励
が
実
施
さ
れ
た
の
は
寛
政
期
で
あ
る
︒

寛
政
期
の
武
芸
奨
励
は
吉
宗
期
の
そ
れ
を
よ
り
広
範
に
及
ぼ
し
た
奨
励
と
い
う
評

価
が
可
能
で
あ
る
が
（
た
と
え
ば
吉
宗
期
に
み
ら
れ
る
特
定
武
芸
に
対
す
る
偏
重

の
是
正
（︑
そ
う
し
た
武
芸
奨
励
の
中
に
あ
っ
て
︑
若
年
寄
は
ど
の
よ
う
な
位
置

を
占
め
た
の
か
︒
こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
は
︑
前
段
で
挙
げ
た
論
点
と
併
せ
て

今
後
分
析
を
進
め
る
所
存
で
あ
る
︒

（
1
（
上
級
幕
臣
で
あ
る
旗
本
で
構
成
さ
れ
た
五
種
（
書
院
番
・
小
性
組
・
大
番
・
新

番
・
小
十
人
組
（
の
軍
事
部
隊
の
総
称
︒
本
論
で
重
点
的
に
取
り
上
げ
る
小
性
組

は
書
院
番
と
と
も
に
﹁
両
番
﹂
と
呼
ば
れ
︑
他
の
三
番
と
比
べ
格
式
が
高
か
っ

た
︒
時
期
に
よ
り
増
減
は
あ
る
も
の
の
︑
五
番
方
は
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
組
で
構
成

さ
れ
て
い
る
（
大
番
の
場
合
は
寛
永
十
一
年
以
降
は
十
二
組
で
固
定
（︒
両
番
に

は
一
組
ご
と
に
番
頭
一
名
（
若
年
寄
支
配
︑
諸
大
夫
（︑
組
頭
一
名
（
若
年
寄
支

配
︑
布
衣
（︑
番
士
定
員
五
十
名
（
番
頭
支
配
︑
御
目
見
以
上
（
が
置
か
れ
た
︒

書
院
番
は
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
（︑
小
性
組
は
同
十
一
年
に
設
置
さ
れ
た
と
い

う
の
が
通
説
で
あ
る
が
︑
同
十
年
に
後
の
両
番
と
な
る
秀
忠
の
親
衛
隊
が
編
制
さ

れ
︑
元
和
八
年
（
一
六
二
二
（
に
二
種
（
書
院
番
・
小
性
組
（
に
分
か
れ
た
と
い

う
説
も
あ
る
（
小
池
進
﹃
江
戸
幕
府
直
轄
軍
団
の
形
成
﹄
第
一
部
第
一
章
︑
吉
川

弘
文
館
︑
二
〇
〇
一
年
（︒
い
ず
れ
に
せ
よ
近
世
初
期
に
設
立
さ
れ
た
両
番
は
そ

の
後
将
軍
の
親
衛
隊
と
し
て
幕
末
ま
で
存
続
し
た
︒
な
お
︑
近
世
初
期
・
前
期
の

両
番
や
大
番
に
関
す
る
研
究
書
・
論
文
に
は
︑
右
の
小
池
氏
の
著
書
の
他
︑
根
岸

茂
夫
﹃
近
世
武
家
社
会
の
形
成
と
構
造
﹄（
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
〇
年
（︑
福
留

真
紀
﹁
近
世
前
期
小
姓
組
番
支
配
の
一
考
察

－

支
配
方
と
番
の
自
主
運
営

－

﹂

（﹃
お
茶
の
水
史
学
﹄
四
十
五
号
︑
二
〇
〇
一
（
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
横

山
則
孝
﹃
近
世
中
期
大
番
筋
旗
本
覚
書
﹄（
八
千
代
出
版
︑
二
〇
一
一
年
（
に
は

近
世
中
期
の
大
番
や
新
番
︑
小
十
人
組
の
編
制
に
関
す
る
論
考
な
ど
が
所
収
さ
れ

て
い
る
︒
こ
の
他
︑
大
番
頭
に
焦
点
を
当
て
た
論
文
に
矢
部
家
崇
﹁
江
戸
幕
府
大

番
頭
の
人
的
構
成
と
格
式
﹂（﹃
論
集
き
ん
せ
い
﹄
第
四
十
一
号
︑
二
〇
二
〇
年
（

が
あ
る
︒

（
2
（
思
文
閣
出
版
社
︑
二
〇
一
七
年
︒

（
3
（﹃
国
史
大
辞
典
﹄﹁
若
年
寄
﹂
の
項
︒

（
4
（
同
右
︒

（
5
（
藤
井
讓
治
﹃
江
戸
幕
府
老
中
制
形
成
過
程
の
研
究
﹄
第
一
篇
第
一
~
四
章
（
校

倉
書
房
︑
一
九
九
〇
（︑
同
﹃
江
戸
時
代
の
官
僚
制
﹄
Ⅱ
・
Ⅲ
章
（
青
木
書
店
︑

一
九
九
九
（︒

（
6
（
以
後
︑
月
番
に
つ
い
て
は
全
て
﹃
江
戸
幕
府
諸
役
人
御
用
番
名
鑑
﹄（
柊
風
舎
︑

二
〇
一
四
（
に
よ
る
︒

（
7
（
吉
宗
期
（
享
保
期
（
の
勝
手
掛
老
中
に
つ
い
て
は
大
友
一
雄
﹁
享
保
改
革
期
に

お
け
る
財
政
機
構
の
特
質

－

勝
手
掛
若
年
寄
と
勘
定
所
を
中
心
に

－

﹂（﹃
徳
川
林

政
史
研
究
所
研
究
紀
要
﹄
昭
和
五
十
五
年
度
︑
徳
川
黎
明
会
︑
一
九
八
一
（︒

（
8
（﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
と
い
う
呼
称
は
筆
者
に
よ
る
造
語
で
あ
る
︒﹁
武
芸
掛
若
年

寄
﹂
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
大
久
保
佐
渡
守
常
春
が
初
発
で
あ
る
︒
常
春
は
享
保
元

年
（
一
七
一
六
（
七
月
二
十
二
日
︑
吉
宗
か
ら
鷹
狩
の
復
興
に
関
す
る
業
務
を
命

じ
ら
れ
た
︒﹁
有
徳
院
殿
御
実
紀
﹂
同
日
の
条
に
﹁
少
老
大
久
保
佐
渡
守
常
春
鷹

の
こ
と
奉
は
り
︒
か
つ
鷹
坊
の
吏
を
選
挙
す
べ
し
と
命
ぜ
ら
る
︒﹂
と
あ
り
︑﹁
寛

政
重
修
諸
家
譜
﹂
に
﹁（
享
保
（
二
年
五
月
十
三
日
去
歳
よ
り
御
鷹
の
こ
と
を
う

け
た
ま
は
り
し
に
よ
り
︑
時
服
六
領
を
た
ま
ふ
︒﹂
な
ど
と
あ
る
通
り
で
あ
る

が
︑
こ
れ
ら
の
記
述
を
尊
重
す
る
場
合
︑﹁
御
鷹
掛
若
年
寄
﹂
な
ど
と
呼
称
す
る

の
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
︒
し
か
し
後
段
で
取
り
上
げ
る
通
り
︑
常
春
は
鷹
狩

以
外
の
狩
猟
の
ほ
か
︑
弓
術
や
馬
術
と
い
っ
た
武
芸
に
つ
い
て
も
深
く
関
わ
っ
て

い
る
︒
よ
っ
て
︑﹁
御
鷹
掛
若
年
寄
﹂
と
い
う
呼
称
は
常
春
の
働
き
を
矮
小
化
し

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
︒
今
後
の
史
料
発
掘
で
よ
り
適
切
な
呼
称
を
見
出
す
ま

で
は
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
と
呼
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
︒

（
9
（﹁
私
録
﹂
の
解
題
に
つ
い
て
は
拙
稿
﹁﹁
御
小
姓
組
方
例
書
私
録
﹂（
一
（

－

十
八

世
紀
江
戸
幕
府
軍
事
部
隊
の
古
記
録
の
翻
刻
と
解
説

－

﹂（﹃
大
阪
学
院
大
学
人
文
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人 文 自 然 論 叢 88

自
然
論
叢
﹄
八
十
七
号
︑
二
〇
二
三
（
を
参
照
の
こ
と
︒
現
在
︑
筆
者
は
﹁
私

録
﹂
の
全
文
翻
刻
に
取
り
組
ん
で
お
り
︑
複
数
回
に
分
割
し
て
こ
れ
を
公
開
す
る

予
定
で
あ
る
（
本
註
冒
頭
に
挙
げ
た
拙
稿
は
そ
の
第
一
段
で
あ
る
（︒

（
10
（﹁
私
録
﹂
に
よ
れ
ば
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
（
二
月
二
十
九
日
︑
若
年
寄
鳥
居
忠

英
が
書
院
番
頭
・
小
性
組
番
頭
に
対
し
て
番
頭
に
よ
る
弓
術
・
馬
術
見
分
実
施
に

関
す
る
訓
戒
・
指
示
を
出
し
た
と
あ
る
（
表
2
︑
№
1
（︒
こ
の
月
の
月
番
若
年

寄
は
大
久
保
教
寛
で
あ
る
か
ら
一
致
し
な
い
︒
よ
っ
て
︑
こ
の
事
例
は
﹁
武
芸
掛

若
年
寄
﹂
が
吉
宗
期
以
前
か
ら
存
在
し
た
証
拠
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
︒

（
11
（
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
（
三
月
十
九
日
︑
老
中
井
上
正
峯
が
五
番
方
の
番
頭
と

腰
物
奉
行
に
向
け
て
組
下
の
者
た
ち
に
弓
馬
を
励
行
す
る
よ
う
に
命
じ
た
事
例
が

あ
る
が
（﹁
大
成
令
﹂
一
︑
国
立
公
文
書
館
所
蔵
（︑
井
上
正
峯
は
こ
の
月
の
月
番

老
中
で
あ
る
︒
ま
た
︑﹁
私
録
﹂
に
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
（
五
月
︑
馬
術
稽

古
・
馬
術
見
分
に
つ
い
て
の
指
示
を
老
中
井
上
正
峯
が
若
年
寄
大
久
保
常
春
と
と

も
に
書
院
番
頭
・
小
性
組
番
頭
・
大
番
頭
・
新
番
頭
・
納
戸
頭
に
下
し
て
い
る

（
表
2
№
23
・
24
（︒
こ
の
月
の
月
番
老
中
は
水
野
忠
之
で
あ
る
か
ら
一
致
し
て
い

な
い
︒
た
だ
し
水
野
忠
之
は
勝
手
掛
老
中
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
︒
一
方
︑﹁
教
令
類
纂
﹂
二
集
七
十
三　

武
術
之
部
（﹃
内
閣
文
庫
史
籍
叢
刊
﹄

第
二
十
六
巻
︑
汲
古
書
院
︑
一
九
八
三
（︑﹁
柳
営
日
次
記
﹂
正
徳
六
年
二
月
二
十

九
日
の
条
に
よ
る
と
︑
老
中
井
上
正
峯
が
大
番
頭
に
よ
る
弓
術
・
馬
術
見
分
実
施

に
関
す
る
訓
戒
・
指
示
を
出
し
た
と
あ
る
︒
こ
の
月
の
月
番
老
中
は
久
世
重
之
で

あ
る
か
ら
一
致
し
な
い
︒
よ
っ
て
︑
こ
の
事
例
は
﹁
武
芸
掛
老
中
﹂
の
存
在
を
示

唆
す
る
も
の
と
い
え
る
︒
こ
の
よ
う
な
事
例
を
数
多
く
集
め
る
必
要
が
あ
る
︒
な

お
︑
同
記
事
は
﹁
私
録
﹂（
表
2
︑
№
1
（
に
も
あ
る
が
︑
若
年
寄
が
書
院
番

頭
・
小
性
組
番
頭
に
言
及
し
た
こ
と
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

（
12
（﹁
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹂︑﹁
有
徳
院
殿
御
実
紀
﹂
享
保
元
年
七
月
二
十
二
日
の
条
︒

（
13
（
小
性
組
番
頭
へ
の
指
示
は
多
く
の
場
合
︑
同
時
に
書
院
番
頭
に
も
向
け
ら
れ
て

い
る
︒
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
表
2
の
﹁
内
容
﹂
か
ら
は
省
い
て
い
る
が
︑
指
示

に
つ
い
て
は
﹁
両
番
頭
に
対
し
て
﹂
と
い
う
語
句
が
冒
頭
に
伴
う
こ
と
が
多
い
︒

（
14
（
吉
宗
の
狩
猟
︑
特
に
勢
子
に
着
目
し
た
分
析
に
つ
い
て
は
拙
著
第
四
・
五
章
を

参
照
の
こ
と
︒

（
15
（﹁
御
徒
方
万
年
記
﹂（﹃
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
﹄
第
六
十
九
巻
︑
汲
古
書
院
︑

一
九
八
七
（︒

（
16
（﹁
有
徳
院
殿
御
実
紀
﹂
同
日
の
条
（﹃
徳
川
実
紀
﹄
第
八
巻
（︒

　
　

少
老
大
久
保
佐
渡
守
常
春
去
年
よ
り
鷹
鶻
の
事
つ
か
さ
ど
り
し
が
︒
こ
た
び
は
じ

め
て
放
鷹
の
御
遊
あ
り
し
を
も
て
︒
時
服
三
襲
た
ま
は
り
褒
せ
ら
る
︒
且
こ
の
後

御
鷹
狩
に
は
常
供
奉
た
る
べ
し
と
命
ぜ
ら
る
︒︻
後
略
︼

（
17
（
拙
著
第
三
章
︒

（
18
（
拙
著
付
論
︒

（
19
（﹁
私
録
﹂
内
﹁
弓
馬
幷
水
稽
古
之
事
﹂

　

一
︑ 

鳥
居
伊
賀
守
殿
︑
御
書
院
方
伊
澤
播
磨
守
・
御
小
性
組
方
鈴
木
能
登
守
詰
番
ニ

付
︑
御
渡
被
成
候
御
書
付
︑

　
　
　

 

御
番
衆
弓
馬
之
義　

前
御
代
被　

仰
出
候
通
︑
愈
精
出
心
掛
候
様
可
仕
候
︑
組

中
不
精
ニ
も
有
之
様
相
聞
候
︑
古
来
者
番
頭
中
遂
見
分
︑
吟
味
有
之
候
処
︑
近

来
者
頭
中
見
分
無
之
旨
ニ
候
︑
向
後
ハ
前
々
之
通
︑
弓
者
頭
々
宅
︑
乗
馬
者
於

本
郷
馬
場
︑
不
絶
可
有
見
分
候
︑
不
時
ニ
若
年
寄
中
見
分
も
可
有
之
候
間
︑
可

得
其
意
候
︑

（
20
（
同
右
︒

（
21
（
拙
著
第
一
章
︒

（
22
（﹁
有
徳
院
殿
御
実
紀
﹂
に
よ
る
と
（﹃
徳
川
実
紀
﹄
第
八
巻
（︑
享
保
六
年
（
一
七

二
一
（
二
月
十
五
日
に
徒
頭
長
田
元
隣
が
︑
同
年
九
月
二
十
一
日
に
小
性
組
番
士

玉
虫
茂
雅
が
吉
宗
の
鷹
狩
に
お
い
て
鳥
を
射
止
め
た
と
あ
る
が
︑
後
者
の
記
事
に

は
﹁
こ
れ
御
供
弓
の
は
じ
め
な
り
﹂
と
あ
る
︒
つ
ま
り
﹁
有
徳
院
殿
御
実
紀
﹂
の

場
合
は
番
士
が
鳥
を
射
止
め
る
こ
と
を
﹁
御
供
弓
﹂
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
︑﹁
有
徳
院
殿
御
実
紀
附
録
﹂（﹃
徳
川
実
紀
﹄
第
九
巻
（
に
は
﹁
御
狩
の
時
近

習
︒
諸
番
の
士
︒
弓
矢
を
帯
し
て
陪
従
し
︒
鳥
射
て
御
覧
ぜ
さ
す
る
事
も
此
御
時

よ
り
始
れ
り
︒﹂
と
あ
り
︑
当
人
の
役
職
に
限
ら
ず
︑
鷹
狩
の
際
に
鳥
を
射
止
め

る
こ
と
を
も
っ
て
﹁
御
供
弓
﹂
と
し
て
い
る
︒
詳
細
は
拙
著
付
論
参
照
︒

（
23
（﹁
私
録
﹂
内
﹁
弓
馬
幷
水
稽
古
﹂︒

［一三］
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（
24
（
享
保
八
年
（
一
七
二
三
（
に
若
年
寄
と
な
り
︑
翌
年
に
西
丸
若
年
寄
に
転
じ
て

い
る
︒

（
25
（
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
（
三
月
一
日
か
ら
延
享
元
年
（
一
七
四
四
（
十
一
月

十
九
日
ま
で
西
丸
若
年
寄
を
務
め
る
︒
た
だ
し
﹁
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹂
に
は
水
野

忠
定
や
板
倉
勝
清
︑
松
平
乗
賢
の
よ
う
に
︑﹁
御
鷹
の
事
﹂
云
々
と
い
っ
た
記
述

は
無
い
︒

（
26
（
勝
清
は
そ
れ
以
前
に
も
弓
術
上
覧
に
関
す
る
指
示
や
狩
猟
に
関
す
る
指
示
な
ど

を
出
し
て
い
る
が
（
表
2
№
82
・
84
・
90
（︑
3
点
の
う
ち
2
点
は
勝
清
が
月
番

で
あ
っ
た
月
の
記
事
で
あ
る
の
で
﹁
武
芸
掛
若
年
寄
﹂
と
し
て
の
事
例
で
は
な
い
︒

（
27
（
拙
著
第
二
章
︒

（
28
（﹁
柳
営
日
次
記
﹂（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
（
享
保
九
年
四
月
十
五
日
の
条
︒

（
29
（
今
村
嘉
雄
﹃
修
訂
十
九
世
紀
に
於
け
る
日
本
体
育
の
研
究
﹄
第
二
篇
第
二
章

（
第
一
書
房
︑
一
九
八
九
（︒

（
30
（
拙
著
第
一
章
︒

（
31
（
仮
に
番
頭
が
武
芸
見
分
を
怠
っ
て
い
た
場
合
︑
番
士
は
武
芸
の
稽
古
を
怠
る
よ

う
に
な
る
が
︑
そ
う
し
た
怠
慢
か
ら
く
る
番
士
の
技
量
の
低
さ
は
吉
宗
が
武
芸
上

覧
を
実
施
す
る
際
に
露
顕
し
︑
番
頭
が
武
芸
見
分
を
怠
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も

明
ら
か
に
な
る
︒
そ
れ
は
番
頭
に
と
っ
て
絶
対
に
避
け
る
べ
き
事
態
で
あ
る
︒
吉

宗
は
武
芸
上
覧
を
繰
り
返
す
こ
と
で
番
頭
に
武
芸
見
分
を
︑
番
士
に
武
芸
稽
古
を

促
し
た
の
で
あ
る
︒
詳
細
は
拙
著
第
一
︑
三
章
参
照
︒

（
32
（
小
倉
宗
﹁
第
二
章　

将
軍
吉
宗
の
改
革
政
治
﹂（
村
和
明
・
吉
村
雅
美
編
﹃
日
本

近
世
史
を
見
通
す
﹄
第
二
巻
所
収
︑
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
二
四
（︒

 

（
二
〇
二
四
年
三
月
五
日
受
理
（

［一四］
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表１　若年寄による武芸見分

将軍 年 月 日 見分種別 見分をした
若年寄

月番の
若年寄

綱　
　

吉

元禄（6
（（703）

３ ６ 弓術 本多正永 井上正峯
３ （9 弓術 加藤明英 井上正峯
３ 27 馬術 本多正永 井上正峯
４ ５ 馬術 井上正峯 本多正永
５ （0 馬術 本多正永 加藤明英
９ ３ 馬術 稲垣重富 加藤明英
９ （0 馬術 本多正永 加藤明英
９ 29 弓術 本多正永 加藤明英
（0 ４ 弓術 加藤明英 井上正峯
（0 ７ 弓術 稲垣重富 井上正峯

宝永２
（（705）

閏４ ５ 馬術 加藤明英 稲垣重富
閏４ ９ 馬術 井上正峯 稲垣重富
閏４ （（ 馬術 永井直敬 稲垣重富
９ 29 馬術 永井直敬 井上正峯
（0 ２ 馬術 久世重之 加藤明英
（0 ４ 馬術 稲垣重富 加藤明英
（0 ７ 弓術 永井直敬 加藤明英
（0 （0 弓術 久世重之 加藤明英

家　
　

宣

宝永６
（（709）

９ ２ 弓術 加藤明英 加藤明英
９ （2 馬術 加藤明英 加藤明英

宝永７
（（7（0）

閏８ ３ 弓術（先手組） 久世重之 加藤明英
閏８ ５ 弓術（先手組） 大久保教寛 加藤明英
閏８ ８ 弓術（先手組） 永井直敬 加藤明英

宝永８
（（7（（）

４ ５ 弓術 久世重之 久世重之
４ （3 馬術 久世重之 久世重之

『徳川実紀』第六・七巻『寛政重修諸家譜』『江戸幕府諸役人御用番名鑑』
より作成した。
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表２　「私録」内の狩猟・武芸に関する記事一覧

№ 将
軍 年 月 日 内容 私録 記事中の

若年寄
月
番

１ 家
継
正徳６
（（7（6） ２ 29 番頭による弓術・馬術見分実施に関する訓戒・指示 ⑥-１ 鳥居忠英 ×

２

吉　
　
　

宗

享保２
（（7（7）

５ ３ 鷹狩に供奉する両番の装束等に
関する伺・指示 ③-１ 大久保常春 ×

３ ５ ７ 鷹狩供奉に関する指示 ②-１ 大久保常春 ×

４ ５ ９ 鷹狩に供奉する際の役割等に関
する指示 ②-２ 大久保常春 ×

５ ５ ９ 鷹狩の供奉に関する指示 ⑦-36 大久保常春 ×

６ ５ （0 鷹狩に供奉する番頭等の供の扱いに関する指示
②-４
⑦-４ 森川俊胤 ○

７ ７ ９ 番頭による弓術・馬術見分の実
施状況の確認 ⑥-３ 大久保常春 ○

８ ７ 25 早朝から鷹狩がある際の供揃に関する指示 ②-５ 大久保常春 ○

９ （（ ６ 御成の道筋で火事が起きた場合
の指示 ⑧-６ 大久保常春 ×

（0 （（ 23 御成の道筋で火事が起きた場合の指示 ⑧-７ 大久保常春 ×

（（
享保３
（（7（8）

１ 2（ 鷹狩の際に火事が起きた場合の指示 ⑧-８ 大久保常春 ×

（2 １ 21 鷹狩の際の菅笠着用に関する指示 ②-６ ― ―

（3 （2 （0 鷹狩還御の供奉に関する指示 ⑦-６ 大久保常春 ×

（1

享保４
（（7（9）

４ ４ 鷹狩の際の膳所勤番に関する指
示 ②-７ ― ―

（5 ５ 23 番士の馬術不出精についての吉宗の訓戒伝達 ⑥-４ 石川総茂
若年寄列座 ○

（6 ７ 25 御狩場で急病人が出た場合の指示 ⑦-７ 大久保常春 ○

（7 ９ ６ 鳥を射落とせる技量の番士の氏
名書上に関する指示 ⑥-５ 大久保教寛 ○

（8

享保５
（（720）

１ 28 馬術見分の成果報告の指示 ⑥-６ 大久保常春 ○

（9 ２ （9 馬術上覧に参加させる番士の指名と上覧に関する指示 ⑥-７ 石川総茂 ○

20 ３ （8 鷹狩の際の先番・供番に関する指示 ②-８ 大久保常春 ×

2（ ４ ９
先月の鷹狩の火事の際、忌中に
もかかわらず駆けつけた番士へ
の褒詞を伝達

⑧-（0 大久保常春 ○
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№ 将
軍 年 月 日 内容 私録 記事中の

若年寄
月
番

22

吉　
　
　

宗

享保５
（（720）

５ １ 馬術見分に関する伺・指示 ⑥-（0 大久保常春 ×

23 ５ 20
新設の馬場での馬術稽古・馬術
見分に関する指示
※大番頭も対象

⑥-８ 大久保常春
※老中同席 ×

21 ５ 22

新設の馬場での馬術見分に関す
る指示
※大番頭・新番頭・納戸頭も対
象

⑥-９ 大久保常春
※老中同席 ×

25 ６ 23 馬術見分実施の励行※事前に大番頭からの伺もあり ⑥-（0 大久保常春 ×

26 ８ （0 鷹狩の際に火事が起きた場合の伺と回答 ②-９ 大久保常春 ×

27 享保６
（（72（） （2 28

御供弓開始につき候補者選出の
指示 ⑥-（（ 大久保常春 ○

28

享保７
（（722）

１ 20 御供弓の番士の急な変更に関する指示 ⑥-（1 大久保常春 ×

29 ３ ９ 番士の乗馬技術向上に対する吉
宗からの褒詞伝達 ⑥-（5 石川総茂 ×

30 ３ （7 騎馬勢子の集合時刻などに関する指示 ⑥-（7 不明 ―

3（ ４ （（ 鷹狩の日に雨が降った場合の指示 ②-（（ 大久保常春 ×

32 ９ ４ 騎馬勢子の稽古実施に関する指
示 ⑥-（8 大久保常春 ○

33 ９ ７ 鷹狩の際に火事が起きた場合の
指示 ⑧-（2 大久保常春 ○

31

享保８
（（723）

３ （6 猪狩の勢子の募集の指示 ②-（2 大久保常春 ○
35 ３ （7 猪狩の供奉をする組名の報告 ②-（3 大久保常春 ○

36 ８ （2 騎馬勢子を勤める番士の選出の指示 ⑥-（9 大久保常春 ×

37 ９ ３ 騎馬勢子の羽織等に関する指示 ⑦-（（ 大久保常春 ○

38 （（ ７ 御狩場で酒肴を下賜された組頭
の御礼に関する指示 ②-（1 大久保常春 ×

39

享保９
（（721）

４ 29 惣領番入に際し武芸見分等の実施の指示 ⑦-（1 大久保常春 ×

10 閏
４ （1 騎馬勢子の乗る馬が猪に馴れているかの確認 ⑥-2（ 大久保常春 ○

1（ ９ 25

世嗣家重の騎馬勢子上覧に参加
した組への慰労に対する御礼に
関する伺・指示
※褒詞の御礼は大久保常春へ

⑥-22 大久保常春 ×
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№ 将
軍 年 月 日 内容 私録 記事中の

若年寄
月
番

12

吉　
　
　

宗

享保（0
（（725）

３ （（ 鷹狩の際に火事が起きた場合の指示 ⑧-20 大久保常春 ○

13 ４ １ 世嗣家重の鷹狩の際に火事が起
きた場合の指示 ⑧-2（ 松平乗賢

（西丸若年寄） ―

11 ５ ― 弓術見分（遠的）の実施と成果
報告の指示 ⑥-23 大久保常春 ×

15 ５ （0
御供弓を勤める番士の指名
※№17（⑥ -23）の報告に基づ
く

⑥-21 大久保常春 ×

16 ８ （7 遠的上覧に先立ち参加者への稽古の指示 ⑥-25 大久保常春 ×

17 （0 ３
弓術稽古場（遠的稽古場）設置
と稽古励行の指示
※事前に大久保常春の吟味あり

⑥-26 大久保常春 ○

18 （0 ９ 御供弓を務める番士に関する指
示 ②-（5 大久保常春 ○

19 （0 22 弓術稽古場（遠的稽古場）受取の報告 ⑥-28 大久保常春 ○

50 （2 （8 白鳥を射止める技量の番士氏名の報告を指示 ⑥-29 大久保常春ヵ ×

5（ （2 （9 白鳥を射止める技量の番士氏名の報告 ⑥-30 大久保常春 ×

52 （2 26 御供弓の番士に褒賞授与の通知 ⑦-（8 大久保常春 ×
53

享保（（
（（726）

２ （0 騎射見分の成果報告 ⑥-32 大久保常春 ×
51 ２ （（ 騎射稽古を望む番士の氏名報告 ⑥-33 大久保常春 ×

55 ２ 21 馬を所持する番士の氏名報告を指示 ⑥-31 大久保常春 ×

56 ４ 28 小金原鹿狩で勢子を勤めた番頭への褒詞 ⑦-20 大久保常春
※老中同席 ○

57 ５ 27 騎射出精の番士への褒詞に関する伺と回答 ⑥-35 大久保常春 ×

58 ８ （1 番士惣領の武芸吟味に関する指示 ⑦-2（ 不明 ―

59 ９ ６ 世嗣家重の鷹狩の際に火事が起
きた場合の指示 ⑧-22 松平乗賢

（西丸若年寄） ×

60 （0 25
騎射上覧参加者への褒賞につい
ての御礼
※御礼は老中・若年寄に対して

⑥-36 月番若年寄
老中・若年寄 ○

6（ 享保（2
（（727）

閏
１ （3 弓術見分（遠的）の成果報告の指示 ⑥-37 大久保常春 ×
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№ 将
軍 年 月 日 内容 私録 記事中の

若年寄
月
番

62

吉　
　
　

宗

享保（2
（（727）

閏
１ （6 弓術見分の実施と成果報告の指示 ⑥-38 大久保常春 ×

63 閏
１ （8 弓術見分に関する指示 ⑥-39 大久保常春 ×

61 ２ １ 弓術見分の成果報告 ⑥-10 大久保常春 ×
65 ２ 27 御狩場での騎射上覧実施の申渡 ⑥-1（ 大久保常春 ×

66 ３ ２
番士の息子を対象とする弓術見
分実施の指示
※大番頭も対象

⑥-12 大久保常春 ○

67 ３ （8
番士の弓術見分の成果報告
弓術見分に参加した番士の息子
の氏名報告

⑥-13 大久保常春 ○

68 ３ 20 番士の息子を対象とする弓術見分の成果報告 ⑥-11 大久保常春 ○

69 ４ ９ 弓術見分に関する指示 ⑥-15 大久保常春 ×
70 ８ （3 弓術上覧に関する指示 ⑥-16 大久保常春 ×

7（ ８ （3
弓術上覧参加者への褒賞がある
旨の申渡と御礼
※御礼は老中・若年寄に対して

⑥-17 大久保常春
老中・若年寄 ×

72 （0 ６ 御供弓の拡充と人選に関する指
示 ⑥-19 大久保常春 ×

73 （（ １
「奥之衆」による弓術見分実施
の通知
※三番頭・新番頭に対して

⑥-5（ 太田資晴 ×

71
享保（5
（（730）

３ 28 番士惣領の武芸吟味に関する伺・指示 ③-25 太田資晴 ○

75 ７ （9 御成先にて水泳・水馬を希望する者の調査・報告の指示 ⑥-53 水野忠定 ×

76 ７ 27 水泳・水馬上覧参加者の指名 ⑥-51 水野忠定 ×

77 享保（6
（（73（）

７ 27 水泳・水馬の稽古希望者の調査・報告 ⑥-55 本多忠統 ○

78 ８ ４ 水馬上覧参加者の指名 ⑥-56 水野忠定 ○
79

享保（7
（（732）

１ ７ 弓術上覧に関する指示 ⑥-57 太田資晴 ×

80 １ ８ 御供弓による褒賞授与者の調
査・報告の指示 ⑥-58 水野忠定 ×

8（ ６ （8 水稽古中の事故と事後処理に関する伺と回答 ⑩-（5 太田資晴 ○

82 享保20
（（735） （0 （9 弓術上覧に関する指示 ⑥-59 板倉勝清 ×

83 元文元
（（736） ７ ７ 狩猟の際に火事が起きた場合の

指示 ⑧-23 老中 ×
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№ 将
軍 年 月 日 内容 私録 記事中の

若年寄
月
番

81

吉　
　
　

宗

元文元
（（736）

８ （6 鷹狩供奉の交代に関する指示 ②-2（ 板倉勝清 ○

85 ８ 27 鷹狩供奉の際の装束等に関する指示 ②-22 小出英貞
（西丸若年寄） ×

86 ９ ３ 勢子を勤める組の供奉に関する
指示 ②-23 西尾忠尚 ○

87 ９ 21 御狩場で宿泊する際の供奉の組の規模に関する指示 ②-21 小出英貞
（西丸若年寄） ×

88 ９ 26 狩猟の際に火事が起きた場合の指示 ⑧-21 小出英貞
（西丸若年寄） ×

89 元文２
（（737） １ 25 世嗣家重による弓術上覧実施の通知と参加者の指名 ⑥-6（ 水野忠定

（西丸若年寄） ×

90

元文５
（（710）

４ ３ 狩猟の供奉に関する指示 ⑦-30 板倉勝清 ○

9（ 閏
７ （1 世嗣家重の鷹狩の際に火事が起きた場合の指示 ②-25 水野忠定

（西丸若年寄） ×

92 ８ ６ 世嗣家重の鷹狩の際の供奉に関
する指示 ②-26 水野忠定

（西丸若年寄） ○

93 寛保３
（（713） ４ （6 騎馬勢子候補の番士選別に関する指示 ②-27 西尾忠尚 ○

91 延享元
（（711） （（ ２

騎馬勢子を勤める組の変更伺・
指示 ③-12 板倉勝清 ○

95

家　
　

重

延享２
（（715） （0 ８

大御所吉宗の狩猟に御供弓を出
したいとの伺と回答 ⑥-65 堀田正陳 ○

96
寛延元
（（718）

９ （（ 大御所吉宗の狩猟の御供弓・供奉に関する指示 ②-3（ 不明 ―

97 （0 （6
鷹狩供奉に際しての番頭の配置
に関する伺
※回答の記載無し

③-70 ― ―

98 宝暦９
（（759） ３ （9 弓術見分の場所に関する伺と回答 ⑥-66 小堀政峯 ○

99

家　
　

治

宝暦（0
（（760） ７ ２ 水馬上覧実施の通知と参加者選

出の指示
⑥-68
⑦-36 水野忠見 ○

（00 宝暦（（
（（76（） ８ 21 御供弓候補の西丸附番士の氏名書上に関する伺・指示 ③-55 松平忠恒 ○

（0（

宝暦（2
（（762）

３ 21
御狩場での弓術上覧に参加する
番士の指名
※五番方番士を対象

②-28 水野忠見 ○

（02 ８ 28 弓術稽古場新設に関する伺 ･指示 ③-58 小出英持 ○

（03 ９ 2（ 弓術上覧に関する伺と回答 ⑥-70 水野忠見 ×

（01 （2 （8 西丸附番士からも御供弓を出すように指示 ⑦-38 小出英持 ○
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［二一］

№ 将
軍 年 月 日 内容 私録 記事中の

若年寄
月
番

（05 家治
宝暦（2
（（762） （2 21

西丸小性組の御供弓に関する伺
と回答 ⑥-7（ 小出英持 ○

・「御小姓組方例書私録」『寛政重修諸家譜』『江戸幕府諸役人御用番名鑑』から作成した。
・ 「私録」の行は拙稿「御小姓組方例書私録（一）」および今後発刊予定の続編で使用す
る番号に対応している。
・ 「月番」の行は「記事中の若年寄」と一致する場合は「○」、一致しない場合は「×」
とした。

表３　「武芸掛若年寄」の一覧

若年寄氏名 補職年月日 転 ･免年月日 「武芸掛若年寄」
任命年月日 備考

大久保常春 正徳３
（（7（3） ８ ３ 享保（3

（（728） ５ ７ 享保元年（（7（6）
７月22日

水野忠定 享保８
（（723） ３ ６ 寛延元

（（718） ６ 26 享保（3年（（728）５月（2日
享保20/６/５より西丸
延享２/９/１より本丸

板倉勝清 享保20
（（735） ６ ５ 宝暦（0

（（760） ４ １ 延享元年（（711）
（0月２日

水野忠見 宝暦８
（（758） ９ 28 安永４（（775） ８ （9 明和４年（（767）（0月（7日

宝暦８/９/28
　～同（0/４/１西丸

・「御小姓組方例書私録」『寛政重修諸家譜』『徳川実紀』第八巻から作成した。


